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女性委員会では、主に子供たちを対象とした、火災時の
避難に関する防災イベント「見つけて学ぶ☆たてもの防災
探検隊」を開催しています。
2016年に広島市まちづくり市民交流プラザで、2018年
には呉市広市民センターで、それぞれ建物管理者のご協力
をいただき、防火設備や避難設備を勉強しながら屋外まで
避難するというイベントを実施し、参加された皆さんが真
剣に取り組んでくださる様子に命を守るための確かな手
ごたえを感じているところです。
3回目となる今回は、10月27日（日）福山市東村町にあ
る福山大学の大学祭「三蔵祭」に参加し、福山大学佐藤研
究室との協働事業として「見つけて学ぶ☆たてもの防災探
検隊in三蔵祭」を開催いたしました。
10時の開始には3組の親子と工学部の学生さんたち4人
が参加してくれました。
最初に「紙芝居」で避難や防災設備の説明とクイズに答
えていただきました。クイズで正解が出ると大盛り上が
りです。紙芝居の後、工学部の建物内で探検をします。EV
で先ずは3階へ上がりスタートです。
3階の案内図で階段の数や位置を確認後、私たちが置い
た火元の絵を見て、2方向避難の重要性を体験しながら火
元と反対方向へ避難しました。
避難口誘導灯の矢印に従って進み、天井を見上げて、非
常用照明や感知器を実際に探してもらいました。
参加した若いママさんが「とても役立つ体験が出来てよ
かった。」と感想を話され、また、毎年三蔵祭に来ている男
の子とお父さんは、「赤いカープヘルメット」をかぶるの

がうれしかったようで、「たてもの防災探検」の出発まえ
に、記念写真を撮ったりされていました。
「今日の催しで一番役に立った。」と言ってくださる男
性や「住んでいる
マンションには
階段が1つしかな
い。」と心配して
質問されるご婦
人など、今回も、
皆さんが改めて
避難について考
える良いきっか
けになったよう
で私たちも大満
足でした。
家族や子供連
れのママ友同士な
ど、15組、子ども
28名、大人26名の
ご参加をいただき
大盛況のイベント
となりました。
これからも各
支部を周って、こ
の防災イベント
を開催したいと
考えています。

女性委員会　防災イベント
見つけて学ぶ☆たてもの防災探検隊 in 三蔵祭記
 女性委員会　坂本　浩子

ぷろじぇくと
PROJECT NEWS

ニュース 女性会員の皆様へ 見学会のお知らせ
ウィリアム・メレル・ヴォーリスが手掛けた白滝山荘の見学会です。

素晴らしいロケーションにあるヴォ―リス建築を見て学びましょう！

※駐車場を案内する必要があるため、連絡先のメールアドレスを記入してください。

広島県建築士会事務局　TEL：082－244－6830　E-mail：info＠k-hiroshima.or.jp問合・申込先：

女性委員会
2単位
2020 年 1月 26日（日）11：30～
尾道市因島重井町 1233
いんのしまペンション白滝山荘

矢田部健二 氏（白滝山山荘オーナー）
昼食代各自負担（2千円＋税）
20名（先着順）
12月 26日（木）
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CPD認定プログラム（12～1月の広島県内実施分） 2019年11月11日現在

日  時 プログラム名 単  位 主　催 連絡先
12／12 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／13 水の都ひろしまシンポジウム“太田川とともに歩む広島のまちづくり” 3 一般社団法人日本建築学会 082－243－6605
12／14 令和元年度　広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑧ 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／16 改正建築物省エネ法説明会及び住宅省エネ技術講習会 3 広島県建築士会 082－244－6830
12／17 建築改修工事監理指針（令和元年版）講習会 5 建築保全センター 03－3553－0070
12／20 コンクリート施工におけるリスクマネジメント 6 インターウェーブ 099－812－0677
1／  9 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830
1／14 カナダ産構造用パネル：OSBの活用方法 4 カナダウッド 03－5401－0531
1／17 タイムマネジメントと心理有効活用  建設現場の業務効率化（後編） 6 インターウェーブ 099－812－0677
1／18 令和元年度  広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑨ 6 広島県建築士会 082－244－6830
1／23『機械設備工事監理指針  令和元年版』講習会 5 公共建築協会 03－3523－0381
1／24『電気設備工事監理指針  令和元年版』講習会 6 公共建築協会 03－3523－0381

美味しいけんちく美味しいけんちく 1111 （広島県尾道市）尾道駅・カフェ&グリルNEO
広報委員　　梶川　彰彦

既にご承知の方も多いと思います。今春建替え・オープンした新しい尾道駅についてご紹介します。

　　　　新駅舎は、鉄骨造2階建で、
JR駅のほかにコンビニや飲食店、レンタ
サイクル、観光案内所、簡易宿泊所などの
多機能用途を備えた複合施設として建設さ
れました。旧駅舎の趣きを踏襲するととも
に街の風情を意識し、新しい中にも伝統の
要素を各所に取り入れたデザインで、瀬戸
内エリアを周遊する観光客の新たな拠点
に相応しい立派な佇まいとなっています。

　　　　　　　　　　駅舎の2階には、展望デッキやブックラウンジと
いった誰でも自由にくつろげるフリースペースが確保され、これに隣接してカ
フェ＆グリルNEOがあります。天井が高く、明るい開放的な店内は、レトロ調
の家具で統一され、落ち着いた雰囲気の中でゆったりと過ごすことができま
す。ブックラウンジの本を持ち込んで読みながら過ごすのもOKです。妻と二
人で訪れたこの日は、スモークサーモンのトマトクリーム和えパスタとNEOナ
ポリタンパスタ、シーザーサラダの3品を分け合って食べました。地域の新鮮
野菜等を使った料理は、素材の味を生かした薄めの味付けで、とても美味し
くいただきました。また、食後には季節のフルーツパフェ（トッピングはイチジ
クでした）とセットのコーヒーを取りましたが、これも文句なしでした。この日
は自家用車のためアルコール類は不可でしたが、レモンなど地域のフルーツ
を使ったカクテルなどもお勧めらしく、次は電車で行って試してみようと思い
ます。気軽に立ち寄れる場所、皆様も是非どうぞ。

尾道駅

カフェ＆グリルNEO

安全で安心な住まいづくりをサポートします。
◆
◆
◆
◆
◆

建築確認・検査
住宅性能評価
フラット35適合証明
長期優良住宅技術審査
低炭素建築物技術審査

◆
◆
◆
◆
◆
◆

住宅かし担保責任保険
省エネ関連業務
すまい給付金サポート
リフォーム評価ナビ
地域型住宅グリーン化事業申請窓口
ベターリビングリフォーム審査業務

指定確認検査機関・登録住宅性能評価機関

URL:http://www.hkjc.co.jp

本社

営業所

〒730-0013  広島市中区八丁堀15-10
TEL（082）228-2220  FAX（082）228-2231
〒720-0034  福山市若松町8-22
TEL（084）928-3979  FAX（084）928-3974

株式会社 広島建築住宅センター
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表紙写真について
東京濾器株式会社　広島R&Dセンター

●設計・施工／㈱明電舎・鹿島建設㈱

●所 在 地／広島県広島市安佐北区上深川町747-1

●構 造 規 模／RC/4F

●敷 地 面 積／3,443.27㎡

●建 築 面 積／877.16㎡

●延 床 面 積／2,548.42㎡

●竣 工／令和元年9月

自動車排ガスを無害化する「触媒」の研究開発拠点である。建物は、
清流三篠川や緑豊かな山々に囲まれた自然環境の中に立地し、「未来
へ挑戦する創造の場」「知的生産性の向上」をコンセプトに計画された。
研究開発の合理化を追求すべく部屋同士の連携度や研究者及び
物動線を見極め、狭隘な敷地条件の中で最適な建物形状・部屋の
配置レイアウトを目指した。北側に位置する多目的室・階段室から
は周辺の山並みを一望することができ、集中力を要する研究活動の
合間でもリフレッシュできる環境を設えた。
「清潔感」や「先進性」をテーマとした外観は、白色の壁、アルミスパン
ドレル、高性能熱線反射ガラスによる端正な構成とし、同社のCIで
ある「CLEAN＆SAVIG」を体現している。

撮影：矢野勝偉
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ダンボールドーム・迷路と「アートでワークショップ！」 青年部部長　長島　周平

災害復興屋台 女性部会部長　福馬　晶子

この度青年部では去年に引き続きダンボールドームを作
成しようという事と、工事などで廃棄物となるシートの芯の
紙管を集めて迷路を作成しようという計画で行いました。
「ダンボールドーム」では去年のノウハウを活かして作
成しましたが、何せ一年に一度。毎度のことながら手こず
りながら作成に2時間かかりました。そして今回の新しい
取り組みである「紙管での迷路づくり」。108本の木杭と紙
管を組み合わせた支柱もさすが担当者の計画通り上手く
建てられ、丈夫な迷路となりました。
県立広島工業高等学校の生徒さんにもお手伝いしても

らいながらドーム作成、また迷路づくりの参加してもらい
大変助かりました。最後にはハロウィンという事で飾り
つけを。迷路の中には仮装したゾンビを配置するなどし、
子供達と一部のゾンビからのたくさんの「キャー！」とい
う黄色い声で秋の空が包まれました。ドームの中では県

広島支部女性部会では、今年度もぺあせろべの中で、災
害復興屋台を出しました。　東日本大震災後、広島から何
か応援できることはないかと、震災後に繋がりが出来た福
島県の水産加工業者から、東北で水揚げされた魚を取り寄
せて、調理し屋台で販売、利益を東北に寄付してきたもの
です。
今年は、ぺあせろべ直前の台風19号襲来及び、その後

の豪雨による浸水などの被害を遭り、東北地方も深刻な事
態を迎えてしまいました。水害によって海に流れ出た瓦
礫のために船をだすことが難しく、ぺあせろべの屋台のた
めに送る予定の魚を獲ることもできないという非常事態

青年委員長のバルーンアートづく
り。迷路をゴールした子供たちの長
蛇の列によりドームの中は熱気で盛
り上がり、委員長の減量に一役買っ
たのではないかと思います。
今年のテントブースでは「アート

でワークショップ！」と題し横川の
版画家さんや染色家さんのアーティ
ストの方に活躍していただき、基町
アパートの塗り絵などこちらも楽し
い体験の場となりました。
今回のイベントでは、様々な方からご協力いただき大変

感謝をしております。天気も良く国際交流の場として盛
り上がったのではないかと思います。また来年も続けて
行けたらと思います。

でした。急遽、別の東北の水産加工業者に連絡を取り、ど
うにか魚を送っていただけることになりました。
当日に無事に魚が到着。広島支部女性部会と青年部会

で、カレイの一夜干し、カレイの煮付け、たこのもろみ麹
漬け、福島の酒を販売することが出来ました。震災後東北
から広島に移ってきたご夫婦や、次の週から東北にボラン
ティアに行くという方に声をかけられるなど、会話がはず
みました。
当日の売上で水を購入し、まだ災害のために水道が通じ

ていない地区に送ることが出来ました。ご協力いただい
た皆様おつかれさまでした。ありがとうございました。

指定確認検査機関（中国地方整備局長指定第1号）登録住宅性能評価機関（中国地方整備局長登録第5号）登録省エネ判定機関（中国地方整備局長登録第3号）

中国エリアをすっぽりカバーしています中国エリアをすっぽりカバーしています

ハウスプラス中国は

安全、安心をサポートします。
迅速、的確な審査で、皆様の建物の

BELS  低炭素建築物  長期優良住宅  建築確認  住宅瑕疵保険  フラット35適合証明  住宅性能評価  省エネ適判

広島本店：広島市中区国泰寺町1-3-32 国泰寺ビル
TEL：082-545-5607 FAX：082-545-5608
広島北支店：広島市安佐南区西原6-9-40-7  TEL：082-832-3310  FAX：082-875-4330
福山支店：福山市西深津町1-10-1  TEL：084-973-9143  FAX：084-973-9146

広島本店：広島市中区国泰寺町1-3-32 国泰寺ビル
TEL：082-545-5607 FAX：082-545-5608
広島北支店：広島市安佐南区西原6-9-40-7  TEL：082-832-3310  FAX：082-875-4330
福山支店：福山市西深津町1-10-1  TEL：084-973-9143  FAX：084-973-9146http://www.jutakuhosho.com/

中国電力グループ

4 5

国際交流フェスティバル『ぺあせろべ2019』を開催しました
 広島支部（ぺあせろべ実行委員会）
令和元年10月27日（日）心配していた前日の雨も上が
り、秋晴れの中、国際交流フェスティバル『ぺあせろべ
2019』を開催しました。平成から令和を迎え、昭和58年か
ら始まった『ぺあせろべ』は、通算で36回を数えるまでに
なりました。
今年は30ブースの出店や10グループによるステージ出
演で盛り上がり、来場者数約3万5，000人（主催者発表）
のイベントとなりました。
ステージ前広場（休憩所）を中心にステージとブースが
取り囲み、多くの参加者はところ狭しと会場内を移動し、
楽しんでおられました。
日本、インド、中国、モンゴル、ネパール、カタール、
フィリピン、インドネシア、ベトナム、トルコなど常連の
各国グループに加えて、今年は、韓国も加わりました。毎
年のように参加国が増え、各国の言葉、食べ物や衣装など
により国際色豊かな雰囲気に溢れ、また、留学生や大学生
の若いメンバーが多く参加し、活気に満ちていました。初
回から担当している司会者により各国の紹介を行うなど
会場を盛り上げていました。
ステージでは、日本の伝統的な太鼓から始まり、世界の
衣装をまとい、独自の振り付けにより、異国情緒も味わい
ながら、一日中楽しめるものでした。最後には、見ている
方も一緒に踊り出すなど、出演者と来場者が一体となり盛
り上がりました。
建築士会広島支部からも、恒例『ぺあせろべ食堂』で参
加者のおもてなしをしました。また、建築センター広島で
は、『エコカー・グラプリ・レース』が開催され、子どもた
ちに大人気を博していました。
1日間の開催ではありましたが、子どもから大人までが
ブースやステージで楽しめ、また、ブースのスタッフ間や
来場者など様々な人が国籍を超えてお互いの国を理解す
る機会となるイベントになったと感じました。
最後に、広島県立広島工業高等学校建築部の皆さんに
は、準備から後片付け、ゴミステーションの管理を手伝っ
ていただき、ありがとうございました。

広島太鼓保存会

フラダンス

各国ブースの紹介

子どもの遊びの広場

エコカー・グランプリ・レース広島県立広島工業高等学校 建築部の皆さんと


